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牧之原市議会議長

原
は ら

口
ぐ ち

康
や す

之
ゆ き

牧之原市長

杉
す ぎ

本
も と

基
き

久
く

雄
お

 

議
会
と
行
政
が
健
全
に
補
完
し
合
い

協
働
と
建
設
的
な
提
言
を

災
害
に
強
く
、
持
続
性
と
魅
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
へ

2026年 年頭のごあいさつ
謹 賀 新 年

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
の
幕
開
け
に
よ
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
輝
か
し
い
春
を
お
迎
え
に
な
っ

た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
９
月
５
日
に
市

内
を
襲
っ
た
国
内
最
大
級
の
竜
巻
に
よ
り
、

細
江
地
区
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
市
内
で
被
災
さ
れ
た
全
て
の

皆
さ
ま
、
負
傷
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
市
議
会
と
し

て
も
発
生
直
後
か
ら
被
災
者
の
皆
さ
ま
に

寄
り
添
い
、
可
能
な
限
り
の
支
援
と
対
応

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後
も
復
旧・

復
興
に
向
け
て
市
と
連
携
し
、
一
層
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会

議
員
選
挙
は
市
政
史
上
初
の
無
投
票
と
な

り
、
16
名
の
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
は
議
員
の
な
り
手
不
足
や
、
適
正

な
議
員
定
数
と
い
っ
た
課
題
を
改
め
て
浮

き
彫
り
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
課
題
に

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
持
続
可
能
な
議
会

運
営
を
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
新
た
な
体
制
の
下
、
正
副
議
長
や
各
委

員
会
委
員
、
一
部
事
務
組
合
の
議
員
を
選

出
し
、
本
格
的
な
議
会
活
動
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え

る
た
め
、
よ
り
開
か
れ
た
透
明
性
の
高
い

議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
は
現
在
、「
人
口
減
少
」「
少
子
高

齢
化
」「
地
域
経
済
の
縮
小
」
と
い
う
課

題
に
よ
り
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
議

会
は
単
に
行
政
の
監
視
役
だ
け
で
な
く
、

市
民
を
代
表
す
る
立
場
か
ら
政
策
立
案
・

提
言
す
る
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
対
立
よ
り
協
働
を
重
視
し
、
批

判
よ
り
建
設
的
な
提
言
を
行
う
姿
勢
で
、

議
会
と
行
政
が
健
全
に
補
完
し
合
う
二
元

代
表
制
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
議
会
の
健
全
な
運
営
を
維
持

す
る
た
め
、
議
員
の
な
り
手
不
足
と
い
う

深
刻
な
課
題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
議

員
定
数
や
報
酬
、
会
派
制
を
含
め
た
議
会

運
営
の
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
議
員
の
倫
理
意
識
の
向
上
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
徹
底
、
議
会
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）の
整
備
な
ど
を
推
進

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る
風

通
し
の
良
い
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

議
会
・
議
員
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
が
希
望
に
満
ち
、
安
寧

な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に

満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
９
月
の
「
令
和
７
年
牧
之
原
市
台

風
15
号
に
伴
う
竜
巻
等
災
害
」に
お
い
て
は
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
一
日
で
も
早
く
安

心
し
た
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
県
と

協
力
し
て
応
急
住
宅
の
提
供
、
被
災
し
た

農
業
施
設
や
森
林
の
復
旧
、
中
小
企
業
者

や
個
人
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど
、
生
活
再

建
に
向
け
て
被
災
者
に
寄
り
添
い
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
た
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
に
「
牧
之
原
市
さ
さ

え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
を
市
社
会
福
祉
協
議

会
榛
原
事
務
所
内
に
開
所
し
、
孤
立
防
止

な
ど
の
た
め
の
見
守
り
支
援
や
日
常
生
活

上
の
相
談
を
行
っ
た
う
え
で
、
被
災
者
を

関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
竜
巻
災
害
を
踏
ま
え
た
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

榛
原
地
区
に
防
災
拠
点
の
整
備
を
進
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
取
組
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
、
市
制
施
行
20
年
を
迎
え
、

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
最
大
の
課
題
で
あ

る
少
子
化
と
人
口
減
少
に
対
し
、
第
３
次

総
合
計
画
を
基
に
、「
重
点
戦
略・プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
着
実
に
推
進
し
、
に
ぎ
わ
い

の
創
出
や
住
む
魅
力
の
向
上
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
持
続
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
東
名
高
速
道
路
相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
北
側

地
区
の
開
発
で
は
、
昨
年
９
月
末
に
造
成

工
事
が
完
了
し
、
今
後
は
大
型
商
業
施
設

な
ど
の
建
築
計
画
の
具
体
化
と
事
業
着
手

に
向
け
て
、
事
業
者
と
連
携
し
て
取
り
組

み
、新
た
な
拠
点
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
小
中
学
校
の
う
ち
10
校
を

９
年
制
の
義
務
教
育
学
校
２
校
に
再
編
し
、

「
子
ど
も
た
ち
が
学
び
た
い
、
保
護
者
が

学
ば
せ
た
い
」
と
思
え
る
学
校
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
か
ら

は
、
開
校
準
備
を
行
う
部
署
を
教
育
委
員

会
に
設
置
し
、
新
し
い
学
校
の
運
営
や
教

育
内
容
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ま
や
教
職
員

と
と
も
に
検
討
、
試
行
し
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重

視
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さがらサンビーチの初日の出（以前のもの）
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市市のの発展発展にに貢献貢献
令和７年度牧之原市表彰令和７年度牧之原市表彰

（静波区）芥
あくた

川
が わ

初
は つ

雄
お

さん故

交通防災功労

交通指導員として、29年にわた
り街頭指導などに尽力し、児童
の交通安全防止と地域の交通
安全普及に貢献されました。

（御前崎市）栗
く り

林
ばやし

　均
ひとし

さん故

教育文化功労/民生福祉功労

就学支援委員会委員長として、19年
にわたり本市の就学支援に、また、
社会福祉法人一羊会の理事長とし
て、福祉分野にも貢献されました。

（静波区）中
な か

西
に し

勝
か つ

男
お

さん故

産業振興功労

東光寺長藤保存会会長として
19年にわたり尽力し、市の天然
記念物「東光寺のフジ」を管理し、
観光振興に貢献されました。

（牧之原区）中
な か

野
の

康
や す

子
こ

さん

市議会議員として20年にわた
り、住民の福祉の向上に尽力
し、地域発展のために貢献さ
れました。

地方自治功労

（波津区）河
こ う

野
の

研
け ん

司
じ

さん

公民館運営審議会委員として
発足時から18年にわたり、市
および地区の公民館活動推進
に貢献されました。

教育文化功労

（坂部区）鈴
す ず

木
き

一
か ず

行
ゆ き

さん

市および旧榛原町社会教育委
員として26年にわたり、青少
年の健全育成に尽力し、社会
教育の振興に貢献されました。

教育文化功労

（相良区）植
う え

田
た

博
ひ ろ

巳
み

さん

市議会議員として12年にわた
り、住民の福祉の向上に尽力
し、地域発展のために貢献さ
れました。

地方自治功労

（東萩間区）原
は ら

木
き

信
の ぶ

子
こ

さん

公民館運営審議会委員として
発足時から18年にわたり、市
および地区の公民館活動推進
に貢献されました。

教育文化功労

（静波区）畑
は た

　洋
よ う

子
こ

さん

環境審議会委員として14年にわ
たり、環境の保全や創造に関する
事項、環境基本計画など環境関
連計画の策定に貢献されました。

保健衛生功労

（細江区）村
む ら

田
た

博
ひ ろ

英
ひ で

さん

市議会議員として12年にわた
り、住民の福祉の向上に尽力
し、地域発展のために貢献さ
れました。

地方自治功労

（菅山区）若
わ か

杉
す ぎ

正
ま さ

則
の り

さん

公民館運営審議会委員として
発足時から18年にわたり、市
および地区の公民館活動推進
に貢献されました。

教育文化功労

（勝間田区）櫻
さくら

井
い

厚
あ つ

志
し

さん

地元小中学生の登下校時の交通安
全見守り活動やあいさつ運動を15年
にわたり毎日継続し、子ども達の安全
確保や健全育成に貢献されています。

ボランティア等善行功労

（遠渡区）松
ま つ

下
し た

律
り つ

子
こ

さん

福祉団体の代表者や福祉活
動をとおして、23年にわたり高
齢者の認知予防や体力づくり、
作品作りなどに尽力されました。

ボランティア等善行功労

（神寄区）太
お お

田
た

佳
よ し

晴
は る

さん

市議会議員として20年にわた
り、住民の福祉の向上に尽力
し、地域発展のために貢献さ
れました。

地方自治功労

（勝間田区）小
こ

林
ばやし

正
ま さ

徳
の り

さん

公民館運営審議会委員として
発足時から18年にわたり、市
および地区の公民館活動推進
に貢献されました。

教育文化功労

市では12月８日、市の発展に寄与された功労者に対し、その功績をたたえ、表彰式を市役所榛原庁
舎にて執り行いました。
市表彰条例に基づき、地方自治や教育文化、民生福祉、産業振興、保健衛生、交通防災、ボランティ
ア等善行の分野で多年にわたり活躍された皆さまに、市の表彰状を授与したほか、市に対し多額のご
寄付をされた法人に感謝状を贈呈しました。皆さまのご活躍は、市民の模範となるものであり、その
献身的なご尽力に対しまして、心から敬意を表します。 

問い合わせ　秘書広報課　笠井　☎㉓0052

＊故人の写真掲載については御遺族の意向によるものです。

12月８日の表彰式に出席した受賞者

株式会社小糸製作所
大興金属株式会社
株式会社合同資源
公益財団法人星いきいき社会福祉財団
第一化成株式会社
株式会社鈴木土建
伊藤園ティーファクトリー株式会社
株式会社伊藤園
中部テレコミュニケーション株式会社
株式会社シード
株式会社ザ・トーカイ 
株式会社AD
株式会社しずおかフィナンシャルグループ
株式会社ミクニ

株式会社近代建築社
株式会社AFC-HDアムスライフサイエンス
株式会社エーエフシー 
島田掛川信用金庫
スズキ株式会社
東海サンド株式会社
TDK株式会社
セーフティガード株式会社
一般社団法人須走彰徳山林会
株式会社中部プログレス
NOK株式会社
株式会社カトウ電器
鈴与株式会社

市の施策や災害の復旧復興に対して、多額のご寄付をされた法人に感謝状
を贈呈しました。　※敬称略・順不同感謝状

市の表彰者
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「困った」を一緒に考える障害者差別の相談窓口
障がいを理由とする差別で困った時に、相談できる窓口があります。「不当な差別を受けた」「合理的配慮を提供
してもらえない」など、困り事がありましたら、お気軽にご相談ください。

みんなで支えあい自分らしく暮らせるまち

福祉のお店 ドリームまきのはら
～地域で活躍する人々～

ピア交流会の開催
～仲間と語るひととき～

市内の就労継続支援Ｂ型事業所が運営する
「ドリームまきのはら」は、市役所や地域
のイベントにて、自主製品を販売していま
す。販売製品は、焼き菓子（カップケーキ・
クッキー）やパン、ポップコーン、乾燥系
こんにゃく、野菜、トイレットペーパーな
どです。（販売日によって変更あり）
売上は就労訓練の工賃として、障がいのあ
る方々に還元されます。ぜひ購入をお願い
します。

障がいのある人が社会参加しやすい環境づくりを進めるた
め、交流の場や共に活動できる機会づくりを進めています。

開催日／会場（予定）　▶２月４日水 午前11時～午後１時／さざんか１階　エントランス
　　　　　　　　　　▶３月４日水 午前11時～午後１時／榛原庁舎２階　正面玄関前

「牧之原市・吉田町ピア交流会」が12月１日、吉田町健康福
祉センター「はぁとふる」で開催されました。牧之原市・吉
田町在住で、精神科へ通院している人や障害福祉事業所へ通
所している人、障害者雇用などで働いている精神障がいのあ
る人など26人が参加しました。

「ピア」とは「仲間・対等」を意味します。交流会では、参
加者同士が自分の経験や思いを語り合い、共感することに
よって安心感や自信を高め合うことができました。

市では、地域で一人一人の思いが生かされる温かな地域づくりを目指し、障がいのある人やその家族、
地域住民、事業者、ボランティアなどと連携しながら、積極的な取り組みを進めています。
みんなの声に耳を傾け、支え合う地域のつながりを広げることで、誰もが自分らしく暮らせるまちになっ
ていきます。一人一人が障がいを理由とした不当な区別や制限という差別に気付き、障がいについて理
解することで、平等に暮らせる地域社会をつくりましょう。

問い合わせ　社会福祉課　内木　☎㉓0072

市内には、「令和７年牧之原市台風15号に伴う竜巻等災害」により甚大な被害を受け、応
急住宅へ入居するなど、生活環境が激変した被災者がいます。被災者は、「慣れない生活
で不安」「住み慣れた地域から離れて寂しい」「住宅再建に向けてどこに相談したらよいか」
など心配事もさまざまです。
市では、それぞれの環境の中で安心した日常生活ができるよう、生活上の相談を行い、
必要な情報提供や専門窓口へつなぐなどの支援や見守りを実施する「牧之原市ささえあ
いセンター」を開設しました。被災者が一日でも早く、安心した生活を取り戻せるよう
に寄り添っていきます。

問
い
合
わ
せ　
福
祉
相
談
課

　
寺
田　
☎（
23
）０
０
７
８

■概要

■位置図

対象
原則として、住家の被害認定調査の結
果が「全壊」「大規模半壊」「中規模半壊」

「半壊」の世帯

開設
日時

月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
（祝日・年末年始を除く）

場所 牧之原市社会福祉協議会　榛原事務所
（静波172番地１）

電話
番号 ☎㉓3325

相談
形態 訪問、来所、電話

内容

▶�生活支援相談員や市保健師による巡
回訪問などを通じた見守りや相談支
援、各種情報提供

▶�被災世帯と地域住民との交流の機会
や情報交換の場の提供　　　　など

委託先 牧之原市社会福祉協議会
（実施主体：牧之原市）

さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

▶内閣府「つなぐ窓口」　　　☎0120（262）701
▶県障害者差別解消相談窓口　☎054（252）9800
▶市社会福祉課障害者支援係　☎㉓0072　

▶生活支援センターやまばと　☎㉙0223
▶生活支援センターつばさ　　☎�2610
▶相談室こころ　　　　　　　☎㉒5529

開所式でセンターの看板を掛ける開所式でセンターの看板を掛ける
杉本社会福祉協議会長㊧と杉本市長杉本社会福祉協議会長㊧と杉本市長

ささえあいセンターの事務室で作業する生活支援相談員ささえあいセンターの事務室で作業する生活支援相談員

★
JA

ドラッグ
ストア

至至
吉田町吉田町

至至
相良地域相良地域

ささえあい
センター

コンビコンビニニ
エンスエンスストアストア

タクシー会社タクシー会社

平成せせらぎ公園平成せせらぎ公園 榛原児童榛原児童館館

233

ホームページ

榛原公園
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赤十字奉仕団は、「奉仕」の精神の下、赤十字の使命とする人道的な活動の実施を目的と
して結成されたボランティア組織です。地域と協力した炊き出しや救急法の訓練、災害時
に安全な日常生活を送るための講習会、赤十字会費の募集などの活動を通じて、支え合
い、助け合う温かなコミュニティづくりを目指したボランティア活動を進めています。

問い合わせ　社会福祉課　八木　☎㉓0070

昨年の台風15号の際には、日本赤十字社静岡県支部から届いたタオルセットや下着セットなどの
災害救援品を配布するボランティアとして、支援活動を行いました。

▲�災害救援品を必要とする人へ
手渡す八木委員長

▲�毛布約1,100枚やタオル約2,000枚などが届き、災害救援品と
して配布されました

地域の安全と福祉のために
～牧之原市赤十字奉仕団の活動～

［１年間の主な活動内容］
・�市内福祉施設や榛原総合病院

での奉仕活動
・救急法短期講習
・健康生活支援講習
・市内福祉施設への慰問
・地域赤十字奉仕団基礎研修会

牧之原市赤十字奉仕団員の声

台風15号の災害において日本赤十字社静岡県支部から
災害救援品が届きました

牧之原市赤十字奉仕団では団員を募集しています

牧之原市赤十字奉仕団は、相良分団217人、榛原分団111人の計
328人で構成・活動していますが、近年、奉仕団員数は減少傾向
にあります。
赤十字奉仕団に入団して、地域のために活動してみませんか。興
味のある人は、気軽に事務局までお問い合わせください。
▶事務局
　社会福祉課（総合健康福祉センターさざんか内）
　八木　☎㉓0070

私たちは、「人道・博愛」の精神の下、地域の皆さまの安全
と健康を守るべく、災害時支援や地域福祉活動に取り組んで
います。
台風15号では、災害救援品の配布ボランティアを行い、地
域の皆さまへの支援を行うことができました。今後も地域の
皆さまに寄り添い、誰もが安心して暮らせるまちづくりに貢
献していきますので、引き続きご理解とご協力をお願いしま
す。

八や

木ぎ 

公き
み

代よ 

さ
ん

委
員
長
（
相
良
分
団
長
）

赤十字ボランティア
団員みんなで協力しながら、市内社会福祉施設での奉仕活動
や清掃活動など、地域に根差した活動を進めています。

講習普及活動
救急法短期講習と減災セミナーを毎年実施しています。被災
時に個人が取る行動、急病人や怪我人への処置など、非常時
における対処法を学んでいます。

１榛原総合病院での奉仕活動参加者による記念撮影　２同院での奉仕活動　３救急法短期講習でAEDの
使用方法を学ぶ団員　４牧之原中学校の防災教育で行った、包装食袋を使用した炊き出し指導　５市内
福祉施設へ慰問品を寄贈　６健康生活支援講習でレクリエーションの仕方などを学ぶ団員

２

４ ５ ６

１

３
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困りごと・悩みごと相談 Consultation

２月16日🈷～３月16日🈷（土・日・祝
除く）の市役所相談会場（相良庁舎３階、
榛原庁舎４階）は、事前予約制です。

２月16日🈷～３月16日🈷（土・日・祝除く）の島
田税務署相談会場は、午前９時～午後５時（受付終了
は午後４時）、島田市地域交流センター歩

ぽ

歩
ぽ

路
ろ

（２
階多目的ホール）のみで申告相談を行っています。

※島田市地域交流センター歩歩路は「島田市本通
　３丁目６番の１」です。
※期間中、島田税務署で申告相談は行っていません。

島田税務署　申告相談会場

市役所　申告相談会場（事前予約制）

 令和７年分　確定申告のお知らせ　　
問い合わせ　税務課　市民税係　☎㉓0035

問い合わせ　島田税務署　 ☎ 0547㊲3121

詳しくは広報まきのはら12月号、市ホームページ
をご覧ください。

◀�

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ検索牧之原市　確定申告

予約方法 インターネット予約 電話予約
アクセス先

・
電話番号

パソコンやスマートフォン、タブレット
から予約可能です。

予約受付専用ダイヤル
☎ 050（3665）7993

受付期間 ２月２日🈷 午前９時～３月13日金 午後５時
期間中は24時間（土・日曜日、祝日も受付可能）

２月９日🈷～３月13日金
午前８時15分～午後５時（土・日曜日、祝日は受付休止）

受付締切 申告相談希望日の３日前の午後11時59分 申告相談希望日の３日前の午後５時
※通信料・通話料は予約者負担です。

予約フォーム▶

［会場］ 牧之原市役所相良庁舎  ３階会議室
［日時］ ２月19日木～24日火
　　　（午前９時30分開始）
※�予約受付専用ダイヤルから事前予約が

必要です。

税理士による無料税務相談所

災害で日常生活で必要な住宅や家財、車両などの資産に被害
を受けた人は、申告により「一定金額の所得控除（雑損控除）」
を受けることができます。
ただし、事業用資産に被害があった場合は、白色申告であっ
ても島田税務署の確定申告会場で相談してください。

令和７年９月５日台風15号により住宅などに被害を受けた人へ

▶�会場では、基本的にご自身でマイナンバーカードを利用したスマホ申
告です。源泉徴収票などの申告書作成に必要な書類をご用意願います。
▶�マイナンバーカード発行時に設定した暗証番号（①署名用電子証明書、
②利用者証明用電子証明書）の両方が必要です。　
　※�マイナンバーカードの暗証番号はコンビニのキオスク（マルチコ
ピー機）端末で初期化・再設定ができます。

▶�入場には「入場整理券」が必要です。入場整理券は、申告会場での当
日配布またはLINEアプリを利用した事前予約の２つの方法で配布し
ています（状況により後日の来場をお願いする場合があります）。
▶無料駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください。

注意事項

［会場］ 島田市地域交流センター歩歩路　２階多目的ホール
［日時］ �２月10日火、12日木、13日金
［時間］ 午前９時～午後５時（受付終了：午後４時）

※入場には「入場整理券」が必要。（当日配布分、LINEアプリによる事前予約分）

住宅借入金等特別控除などに関する説明会

確定申告書等作成コーナー確定申告書等作成コーナー
作成コーナー 検索

動画で見る確定申告動画で見る確定申告
確定申告　動画 検索

国税庁LINE国税庁LINE
公式アカウント公式アカウント

税務相談税務相談
チャットボットチャットボット
キャラクター

「税務職員ふたば」

期間（土・日・祝除く） 申込方法

１月５日🈷～２月９日🈷 電話＊による事前予約またはLINEアプリを利用
した入場整理券の事前予約

３月17日火 以降 電話＊による事前予約

島田税務署での申告相談 ＊相談申込用電話番号　☎0547㊲3124

マイナンバーカードで
自宅から e-Tax

書かない確定申告

すでに約４４人に
３３人がe-Taxe-Taxで
申告しています！

　高齢者虐待予防相談

「高齢者に関する虐待かな」と思っ
たときの相談です。事前に問い合
わせの上、お気軽にご相談ください。

期日　２月20日金
時間　13：30～16：00
会場　さざんか
問地域包括支援センターオリーブ ☎㉒8822

　一般相談

日常生活の中での困りごとや悩み、
分からないことなどの相談を受け
付けます。困ったらまずは相談を。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～12：00
　　　13：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎㉓0088

　心配ごと相談

相続や遺産分割・家庭問題・金銭
貸借などの紛争解決に、司法書士
が対応します。事前予約が必要で
す。
期日　２月12日木・25日水
時間　９：00～11：30
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎㉓0088

　消費生活相談

契約トラブルや消費者金融、多重
債務、商品苦情など、消費や契約
に関する相談を受け付けます。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～12：00
　　　13：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎㉓0088

　介護相談

介護する人たちを支えるため、相
談・支援体制を整えています。
期日　月曜日～金曜日
　　　＊祝日を除く。
時間　９：00～17：00
　　　（水曜日は19時まで）
会場　さざんか
問長寿介護課　☎㉓0076

　暮らしなんでも無料相談

日常生活でのトラブルや悩みごと、
困ったことなどの相談を受け付け
ています。

期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～17：00
問ライフサポートセンターしずおか
　中部事務所　☎ 054(273)3715

　税の無料相談
税に関するあらゆる相談に無料で
応じます。東海税理士会島田支部
へ相談者による事前予約が必要で
す。
期日　２月18日水
時間　13：30～15：30
会場　市民相談センター
問東海税理士会島田支部 ☎ 0547㊲6575

２月の相談日です。

日々の生活の中で、誰かに相談したいと思っていることや疑問

に感じていることはありませんか。

そんなあなたからの声に応えるための各種無料相談窓口を紹介

します。

秘密は厳守されますので、ひとりで悩まず、まずは相談してみ

てはいかがですか。

２月の相談

静岡牧之原茶マスコット
チャーフィン

＊職員や来庁者など、他人に会うことなく入ることができます

市民相談センター（消費生活センター）案内図

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）

水道課入り口水道課入り口水道課入り口

入り口入り口入り口

市役所榛原庁舎

駐車場

駐車場

榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー

榛
原
庁
舎

西
館

静
波
体
育
館

駐車場

　女性相談

女性の抱えるさまざまな悩みを、
女性相談員が一緒に考え、解決の
糸口を探すお手伝いを電話や面接
にて対応します。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：15～16：00
会場　さざんか
問家庭児童相談室　 ☎㉓0086

　法律相談（先着８人）

多重債務や債務整理、離婚などの
法律解釈や手続きなどに関する相
談を無料で受け付けます。
弁護士、行政相談委員、人権擁護委
員が１回30分で対応します。
※�同案件については２回までとさ
せていただきます。

期日　①２月４日水・②18日水
時間　10：00 ～ 12：00
　　　13：00 ～ 15：00
会場　市民相談センター
予約　市内在住者のみ事前予約可
　　　①１月22日木～２月３日火
　　　②２月５日木～２月17日火
　　　※いずれも９：00から受付
　　　　開始

問市民相談センター　☎㉓0088

　行政相談

行政相談委員が、行政に対する苦
情や要望などの相談を受け付けま
す。

期日　２月４日水・18日水
時間　10：00～12：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎㉓0088
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牧之原市役所　

▲

榛原庁舎 ☎㉓0001

▲

相良庁舎 ☎�2600　平日午前８時15分～午後５時（水曜日は午後７時まで）

総合健康福祉センターさざんか ☎㉓0070　　榛原文化センター ☎㉓0002　　相良総合センターい～ら ☎�5544Makinohara City Information市政情報—

就
職
市
出
身
の
学
生
や
市
内
の
高
校
に
通
学
し
て
い
る
人
を
応
援
し
ま
す

地
元
就
職
応
援
「
お
か
え
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ　
商
工
企
業
課　
石
田　
☎
（
53
）
２
６
４
７

　
「
お
か
え
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、

市
内
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る

さ
と
の
未
来
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
よ

う
、
市
・
地
域
の
企
業
・
金
融
機
関
が

連
携
し
て
、
進
学
や
就
職
を
応
援
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
「
地
元
で
働
き
た
く
て
も
企
業
情
報

が
見
つ
か
ら
な
い
」「
地
元
に
い
た
い

け
ど
就
職
先
が
決
め
ら
れ
な
い
」
な
ど

の
若
者
の
悩
み
を
解
決
し
ま
す
。

　

地
元
に
は
魅
力
的
な
企
業
が
数
多
く

あ
り
、
実
際
に
企
業
と
交
流
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
低
金
利
の
教
育
ロ
ー
ン
や

奨
励
金
な
ど
金
融
面
で
の
支
援
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

交
流
事
業

　

ど
う
し
て
も
大
手
就
職
サ
イ
ト
で
は

埋
も
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
地
元
企
業
の

情
報
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
得

ら
れ
な
い
交
流
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

ホームページ

対象者

どちらかに該当する人が登録できます。
（登録必須）

▶進学を予定している高校生
▶�現在大学などに所属し、卒業までに１

年半の猶予がある人

対象
進学先

国内の大学
※�学校教育法（昭和22年法律第26号）

に規定する大学、短期大学、高等専
門学校および専修学校（修行年限２
年以上に限る）。通信制を除く。

登録
条件

次の全ての項目を満たす人
１. �市内に住んでいる、または市内の高

校を卒業した人（卒業見込を含む）
２. �年齢が満15歳（高校生）以上満27歳

以下である人
３. �在学中におかえりプロジェクトの交

流事業に１回以上参加ができる人

登録
申込

下記のいずれかを用意し、
申込フォームから申し込む。
▶住所を証明する書類の
　写し
▶高校の学生証の写し

おかえりプロジェクトへの登録について

申込フォーム 

病
院
地
域
の
医
療
を
通
じ
て
地
元
に
貢
献
し
ま
せ
ん
か

看
護
師
を
目
指
す
皆
さ
ん
を
奨
学
金
で
応
援
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
榛
原
総
合
病
院
組
合　
☎
（
22
）
９
５
１
０

　

看
護
師
に
な
り
、
地
域
の
医
療
を
通

じ
て
地
元
に
貢
献
し
ま
せ
ん
か
。
看
護

師
を
目
指
す
皆
さ
ん
が
、
専
門
学
校
や

大
学
で
の
勉
学
に
専
念
で
き
る
よ
う
、

奨
学
金
制
度
を
設
け
て
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

　

榛
原
総
合
病
院
へ
の
就
職
希
望
者
は
、

榛
原
総
合
病
院
組
合
と
医
療
法
人
徳
洲

会
の
奨
学
金
制
度
を
併
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
最
大
で
月
額

10
万
円
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
組
合
立
中
部
看
護

専
門
学
校
な
ど
の
学
生
11
人
が
奨
学
金

制
度
を
利
用
し
、
入
職
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
も
多
く
の
学
生
が
こ
の
奨
学
金

制
度
を
利
用
し
、
榛
原
総
合
病
院
で
看

護
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
見
学
後
の
申
し
込
み
も
可
能
で

す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

［
学
校
区
分
］

　

大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
な
ど

の
区
分
は
問
い
ま
せ
ん
。

［
貸
与
期
間
］

　

正
規
の
修
学
期
間

［
貸
付
限
度
額
］

　

月
額
10
万
円
（
榛
原
総
合
病
院
組
合

と
医
療
法
人
徳
洲
会
の
奨
学
金
を
併
用

し
た
場
合
。
ど
ち
ら
か
一
方
の
場
合
、

月
額
５
万
円
ま
で
）

［
免
除
に
つ
い
て
］

　

看
護
師
の
免
許
取
得
後
に
常
勤
の
看

護
師
と
し
て
貸
与
の
期
間
と
同
じ
期
間

を
既
定
の
施
設
で
勤
務
す
る
と
、
奨
学

金
の
返
還
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

［
申
請
に
つ
い
て
］

　
「
榛
原
総
合
病
院
組
合
看
護
師
等
修

学
資
金
制
度
」
と
「
徳
洲
会
奨
学
金
制

度
」
の
２
つ
の
奨
学
金
を
希
望
す
る
場

合
は
、
２
カ
所
へ
の
申
請
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

榛
原
総
合
病
院
で
は
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す

　

榛
原
総
合
病
院
で
は
、
一
緒
に
働
く

こ
と
が
で
き
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
募
集
職
種
な
ど
詳

細
は
、
榛
原
総
合
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

く
だ
さ
い
。

榛
原
総
合
病
院
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
開
設
し
て
い
ま
す

　

病
院
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
や
日

常
な
ど
を
中
心
に
、
当

病
院
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
情
報
を
随
時
更
新
し

て
い
ま
す
。

ホームページインスタグラム

防
災

　

市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
防
災
知
識

の
普
及
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど

地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、
防
災
指
導

員
を
養
成
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

一
般
コ
ー
ス
（
全
４
回
受
講
）
で
は
、

災
害
と
備
え
、
原
子
力
災
害
と
避
難
行

動
に
つ
い
て
、
自
主
防
災
組
織
災
害
対

応
訓
練
「
イ
メ
ー
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
」、
避
難

所
運
営
、「
わ
た
し
の
避
難
計
画
」
に

つ
い
て
学
ん
だ
63
人
の
皆
さ
ん
を
防
災

指
導
員
に
認
定
し
ま
し
た
。

　

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
（
全
４
回
受
講
）

で
は
、
災
害
想
像
力
ゲ
ー
ム
、
災
害
時

救
護
活
動
、
災
害
時
判
断
ゲ
ー
ム
、
自

主
防
災
組
織
災
害
対
応
訓
練
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
防
災
に
つ
い
て
学
ん

だ
10
人
の
皆
さ
ん
を
防
災
指
導
員
（
マ

ス
タ
ー
）
に
認
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
で
は
一
般
コ
ー
ス
５
０
７

人
、
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
１
０
０
人
を
認

定
し
て
い
ま
す
。
認
定
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
は
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
、
協
力

し
、
自
助
・
共
助
の
面
で
地
域
に
お
け

る
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

市
で
は
、
令
和
８
年
度
以
降
も
講
習

会
を
開
催
し
、
地
域
防
災
対
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
９
月
の
台
風
15
号
の
よ
う
に
、

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
突
風
、

地
震
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、

防
災
の
知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
向
上
へ

牧
之
原
市
防
災
指
導
員
を
認
定
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　
危
機
管
理
課　
伊
藤　
☎
（
23
）
０
０
５
６

令和７年度マスターコース認定者（敬称略） 向
むこう

山
や ま

浩
こ う

司
じ

さん（大沢区）
石
い し

川
か わ

基
き

美
み

子
こ

さん（菅山区）
鈴
す ず

掛
か け

守
まもる

さん（白井区）
原
は ら

木
き

秀
ひ で

明
あ き

さん（東萩間区）
大
お お

石
い し

武
た け

宏
ひ ろ

さん（静波区）
袴
はかま

田
だ

誠
まこと

さん（川崎区）
枝
え だ

村
む ら

隆
た か

明
あ き

さん（川崎区）
柴
し ば

千
ち

秋
あ き

さん（勝間田区）
河

か

原
わ ら

崎
ざ き

美
み

幸
ゆ き

さん（消防団）
西
に し

井
い

康
や す

通
み ち

さん（消防団）
＊地区順防災指導員（マスター）に認定された皆さん

［
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ
］

　

働
く
人
に
「
影
」
の
よ
う
に
行
動
を

共
に
し
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

る
か
を
観
察
し
ま
す
。
就
業
体
験
は
な

く
、
社
員
が
ど
の
よ
う
な
一
日
を
過
ご

し
業
務
を
行
っ
て
い
る
か
を
見
る
だ
け

な
の
で
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
だ
け
で

な
く
職
業
観
や
将
来
に
つ
い
て
広
い
視

野
で
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

［
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
］

　

就
職
先
や
将
来
に
つ
い
て
家
庭
で
考

え
る
今
の
時
代
、
親
子
で
参
加
で
き
る

企
業
版
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
企
業

見
学
会
）
で
す
。
企
業
が
開
放
し
て
い

る
日
程
に
参
加
し
、
職
場
見
学
や
会
社

説
明
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
保
護
者
の
み

や
、
学
校
単
位
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

［
企
業
研
究
会
］

　

中
小
企
業
か
ら
大
手
企
業
ま
で
20
社

以
上
が
集
結
す
る
合
同
企
業
説
明
会
。

「
研
究
会
」
の
名
の
と
お
り
、
今
す
ぐ

に
就
職
を
考
え
て
お
ら
ず
、
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
た
参
加
も
可
能
で
す
。

［
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
］

　

就
職
直
結
型
で
は
な
い
の
で
、「
働

く
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
む
た
め
に
程
良

い
緊
張
感
を
持
っ
て
職
場
を
体
験
で
き

る
１
～
３
日
間
の
就
業
体
験
で
す
。
企

業
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
は
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

［
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
談
会
］

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る
企
業
説
明

会
の
た
め
、
遠
方
在
住
の
人
に
お
勧
め

で
す
。

お
か
え
り
ロ
ー
ン   

金
利
２・０
％
～

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賛
同
金
融
機
関
が

提
供
す
る
、
通
常
の
教
育
ロ
ー
ン
の
金

利
（
２
・３
～
３
・５
％
）
よ
り
も
低
金

利
で
利
用
で
き
る
教
育
ロ
ー
ン
で
す
。

お
か
え
り
教
育
奨
励
金

　

市
に
戻
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賛
同

企
業
に
就
職
す
る
と
、
お
か
え
り
ロ
ー

ン
の
利
子
相
当
分
を
助
成
し
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
応
援
金

　
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
応
援
金
」
賛
同
企

業
へ
就
職
後
、
市
内
に
住
み
な
が
ら
５

年
間
勤
め
る
と
、
市
と
企
業
か
ら
各

10
万
円
ず
つ
計
20
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

最
大
24
万
２
０
０
０
円

20
万
円
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　カシャ！！

協定を結んだ伊藤理事長㊧と杉本市長

ウェルビーイング（身体・精神・社会的に良好）向上へ
■ウェルビーイング推進に関する包括連携協定
　市と一般社団法人日本最適化栄養食協会は12
月17日、ウェルビーイング推進に関する包括連
携協定を締結しました。
　これは、主要な栄養素がバランス良く適切に調
整された「最適化栄養食」の普及を図り、人々のウ
ェルビーイング向上を目的とした、全国初の締結。
こども食料支援事業やこども食堂、昨年の台風15
号の時にも製品を提供いただきました。同協会の
伊
い

藤
と う

裕
ひろし

理事長は「食とウェルビーイングの課題を
一緒に考えていきたい」とあいさつしました。

復興を目指す希望の花を満開に
■復興応援イベント「希望の花を咲かせよう」
　「花の寄せ植え教室」が11月30日、細江コミュ
ニティセンターで開催されました。
　これは、本市で育苗や花壇づくりの支援を続け
ている園芸研究家・矢

や

澤
ざ わ

秀
ひ で

成
な る

さんの「台風15号
で被災した市や人たちを花で応援し元気にした
い」という願いから開催された復興応援イベント。
　50人以上が参加し、100個のプランターにパ
ンジーやビオラの苗、春に咲くチューリップの球
根を植えました。プランターは同センターの敷地
内や沿道に飾られ、春には地域を彩ります。

参加した子どもたちに球根の植え方を教える矢澤さん㊧

ふらっと、「そらっと」に来てね
■道の駅「そらっと牧之原」来場者50万人達成イベント
　道の駅「そらっと牧之原」の来場者50万人を
達成したことに伴う記念イベントが12月14日に
道の駅で開かれました。
　令和７年７月18日に市内で初めて開駅した同
駅は、連日県内外から多くの人が訪れ、当初想定
の４倍以上の速さで来場者50万人を達成。イベ
ントでは、市の特産品を集めた「特産品フェア」や、
「市長によるじゃんけん大会」が開かれ、市長に勝
った人には、道の駅の人気商品詰め合わせなどの
一足早いクリスマスプレゼントが贈られました。

杉本市長とのじゃんけん大会では、多くの参加者が一喜一憂

■地域防災訓練
　地域防災訓練が12月７日、市内各所で実施さ
れ、自主防災会が主催する訓練などに市民１万
3,113人が参加しました。
　各地区にて避難誘導訓練や簡易トイレなどの作
成訓練、市は救護班による医療救護訓練、建友会と
建設班合同で水防関係訓練など各班で訓練を実施。
　細江区では、９月の台風15号による竜巻等被
害を踏まえた課題整理と改善検討会を行い、南海
トラフ地震が発生した際にどう生かしていくのか
など訓練を通して確認しました。

被災時を振り返り今後に生かす訓練を
グループごとに課題や対策を書き出す細江区の本部役員

■児童企画のクリスマス会／細江小学校
　細江小学校では12月10日、台風15号で被災し
た地域の復興を願い、クリスマス会を開きました。
　「地元を元気付けたい」という６年生の思いから、
コンサートなどが企画され、保護者や地域の人な
ど延べ200人以上が訪れました。５年生は、通年で
学習している国際理解について発表する「ワールド
フェスティバル」を開催。ブラジルやペルーなど
８カ国を調べ、郷土料理のレシピ配布やフォトス
ポットの設置、民族衣装の展示など、これまでの学
習の成果を地域に発表しました。（関連記事19㌻）

笑顔で楽しい思い出を
ワールドフェスティバルにて、ネパールについて発表する児童

地域の足「バス」を身近に感じて
■自主運行バスで行く空港こどもプチツアー
　「自主運行バスで行く空港こどもプチツアー」が
12月13日に開催され、市内の小学生と保護者
11組26人が参加しました。
　これは、県内全ての小学生が無料でバスに乗車
できる２日間限定「バス無料デー」に合わせて企画。
　参加者は自主運行バスなどを利用し、富士山静
岡空港とふじのくに茶の都ミュージアムを周遊。
空港では、飛行機や空港での仕事について学び、
普段入ることができない制限区域や、石雲院展望
デッキから飛行機の離着陸を見学しました。

バスで空港を楽しむ参加者

「ジェンダーバイアス」について語り合う参加者

性別などによる固定的な思い込みを解消
■男女共同参画推進セミナー
　市は、男女共同参画推進セミナー「カードで楽
しく学ぼう！みんなのジェンダーバイアス」を
12月14日、市役所相良庁舎で開催しました。
　ことのはスクエアの橋

はし

本
も と

恵
け い

子
こ

代表を講師に迎え、
身近にあるジェンダーバイアス（性別による固定
的な思い込み）について話し合いました。
　10代から60代までの20人が参加し、カードに
書いてある題目についてグループで語り合い、異
なる世代や性別の意見を聞くことで、多様な社会
において新たな価値観を広げる機会となりました。

老若男女誰でも吹き矢を楽しむ
■市制施行20周年記念「第20回牧之原市長杯 干支吹き矢大会」
　「第20回牧之原市長杯　干支吹き矢大会」が12
月14日、静波体育館で開催されました。
　これは、年齢を問わず誰でも楽しめるスポーツ
吹き矢大会として、最年少の４歳から最年長の90
歳まで過去最多となる114人が参加。参加者は３
人１チームとなり、チームごとに得点を競い、優
勝者にはトロフィーと大きな拍手が送られました。
　なお、使用された道具は、矢の先端が磁石で的
が鉄板になっており、市内業者が改良を重ねて開
発したものです。

市内業者が開発した吹き矢で的を狙う参加者
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Health Information健康ひろば

項目 期日 時間 会場 対象 持ち物など 問

母子健康手帳の交付
（妊婦健康相談） （要予約）

２日🈷、９日🈷、
16日🈷 ９：00～11：00 妊婦

妊娠届出書、マイナンバーが
わかる書類、通帳

健

赤ちゃん相談 18日水 ９：00～10：30 生後２カ月～７カ月児
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

７か月児健康相談 26日木 ９：00～９：30 令和７年７月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

１歳児健康相談 ６日金 ９：00～９：30 令和７年１月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

１歳６か月児健診（満年齢） 12日木 12：50～13：30 令和６年７月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル、フッ素代300円

健

２歳児歯科健診 24日火 12：50～13：30 令和６年１月、２月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル、フッ素代300円

健

３歳児健診（満年齢） 17日火 12：50～13：30 令和５年１月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル、フッ素代300円、尿

健

予防接種説明会 ４日水 ９:30～11：00 令和７年12月生まれ
母子健康手帳、出生時の配布
資料

健

離乳食教室（要予約） 18日水 ９:50集合 令和７年９月、10月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

ブックスタート 19日木 10:15～11:15 令和７年10月生まれ
母子健康手帳、バスタオル、
赤ちゃんが手に持つおもちゃ

子榛

まきたまクラブ（要予約） ８日日 ９:30～12：00
妊婦（５～８か月までの安定
期の方）、パートナーや家族

母子健康手帳 健

さ

さ

さ

さ

さ

相

相

さ

さ

さ

志太榛原地域救急医療センター

▼所在地　藤枝市瀬戸新屋362－１（静岡県藤枝総合庁舎横）

▼診療時間　月～金曜日　午後７時30分～午後10時（年中無休）
　　　　　　＊土・日曜日は翌日午前７時まで。

▼診療科目　［月～金］ 内科・小児科
　　　　　　［土・日］ 内科・小児科（８日日、14日土、22日日、28日土の
　　　　　　　　　　 午後10時～翌日午前７時までは小児科のみ）

▼持ち物　保険証、各受給者証、服用中の薬　 ▼問い合わせ　☎054（644）0099

明けましておめでとうございます。
睡眠と栄養を十分に取り、体調を崩さないように気を付けましょう。

Ｍｅｓｓａｇｅ
お知らせ

２月の子どもの相談・健診・予防接種・講座

２月の大人の健診・相談

＊ 1歳６か月健康診査および３歳児健康診査は、対象年齢に達してから受診してください。

※予約、受診には、婦人科検診の受診券が必要です。お手元にない人は健康推進課にお問い合わせください。

＊受診を希望する場合は、
　事前に電話をお願いします。静岡こども救急電話相談

子どもが急な病気で心配なとき、看護師や小児科医が電話で
アドバイスします。
毎日24時間利用いただけます。（年中無休）▲

＃8000……プッシュ回線の固定電話、携帯電話▲

☎054（247）9910……ダイヤル回線の固定電話、IP電話

災
害
と
子
ど
も
の
心

　
令
和
７
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９
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５
日
、
市
で

は
国
内
最
大
級
の
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巻
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し
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然
の
災
害
に
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り
、
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ど
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出
し
づ
ら
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心
の
状
態
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い
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。
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あ
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ど
も
の
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し
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た
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う
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ま
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な
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安
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が
回
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災
害
時
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か
か
わ

ら
ず
、
普
段
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子
育
て
の
中
で

も
大
切
な
視
点
で
す
。
子
ど
も
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安
心
し
て
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持
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き
る
よ
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、
周
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の
大
人
が
寄

り
添
い
、
穏
や
か
に
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守
る
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と
が
心
の
成
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に
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な
が
り
ま

す
。
大
人
で
も
感
情
が
溢
れ
て

し
ま
う
こ
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あ
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ま
す
が
、

自
身
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感
じ
て
い
る
思
い
を
子
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も
に
伝
え
る
こ
と
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一
つ
の

方
法
で
す
。

　
な
お
、
災
害
に
よ
る
子
ど
も

の
変
化
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一
カ
月
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上
続
く
場

合
、
市
の
保
健
師
や
臨
床
心
理

士
な
ど
の
専
門
職
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
健
康
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［
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］
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進
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０
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］
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☎
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）
０
０
８
３

ＮＯ．201

会場／さ：健康福祉センターさざんか　　　相：相良保健センター　　子榛：子育て支援センター榛原
問い合わせ／健：健康推進課　☎㉓0024　　子榛：子育て支援センター榛原　☎㉒0174

＊榛原総合病院の救急外来につ

　いては、直接問い合わせくだ

　さい。 ☎㉒1131

２月の休日当番医
診療時間　午前９時～午後５時

＊都合により、休日当番医が変

　更となる場合があります。榛

　原医師会のホームページから

　も情報の確認ができます。

期日 開業医（榛南西部地区） 開業医（榛南東部地区）

１日日 えのきだクリニック　　　　　　　☎㉓3633 いしだ眼科　　　　　　　　　　　☎㉞1400

８日日 廣瀬医院　　　　　　　　　　　　☎�0006 えんどうこどもクリニック　　　　☎㉒7373

11日　 堀口外科医院　　　　　　　　　　☎�5858 はいばらクリニック　　　　　　　☎㉓5677

15日日 中村医院耳鼻咽喉科歯科　　　　　☎�0434 かわしりこどもクリニック　　　　☎㉝0555

22日日 渡辺内科医院　　　　　　　　　　☎�5232 さかい耳鼻咽喉科医院　　　　　　☎㉞1818

23日　 座光寺医院　　　　　　　　　　　☎�3206 こどもクリニックおおかわ小児科　☎㉜6789

項目 期日 時間 会場 問い合わせ・申し込み

総合健康相談（心や健康のこと）
もの忘れ相談

随時 ９：00～11：00

相良保健センター

予約制
健康推進課　☎㉓0024

さざんか

体組成測定会 10日火 ９：00～11：00 相良保健センター

こころとねむりの相談会 随時 ８：15～17：00 さざんか

自死遺族面接相談
「すみれ相談」

随時 13：30～16：00
静岡県精神保健福祉センター、
各健康福祉センター（西部、中部、
富士、東部、熱海、御殿場、賀茂）

予約制
静岡県精神保健福祉センター
☎054(286)9245

ＨＩＶ抗体検査
①５日木
②19日木

①18:00～19:30
②９:15～10:40

中部健康福祉センター
予約制
中部健康福祉センター地域医療課
☎054(644)9273肝炎ウイルス検査

精神保健福祉総合相談
①17日火
②26日木

①13:30～
②14:00～

①中部健康福祉センター
②中部保健所（榛原分庁舎）

予約制
中部健康福祉センター福祉課
☎054(644)9281

不妊・不育専門電話相談

毎週火
（年末年始祝日休み）

10:00～19:00

静岡県不妊・不育専門相談センター
静岡県不妊・不育専門相談
センター　☎080(3636)3229毎週木、土

（年末年始祝日休み）
10:00～15:00

まきトレひろば
（からだを動かす通いの場）

２日🈷、９日🈷、
16日🈷、24日火

10：00～11：00

さざんか

どなたでも参加自由
健康推進課　☎㉓0024

４日水、10日火、
18日水、24日火 相良保健センター

６日金、13日金、
20日金、27日金 相良いきいきセンター

子宮頸がん検診、乳がん検診、
骨粗しょう症検診

16日🈷 ９:00～15:00 い～ら
インターネットからの予約制
（締切：１月26日🈷）　※
健康推進課　☎㉓0024

子榛

祝

祝
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待っています（広報紙の感想）

ＲＥＡＤＥＲＳ　ＶＯＩＣＥ

人のうごき（牧之原市の人口）

ＰＯＰＵＬＡＴＩＯＮ

トップページ（表紙のお話）

ＴＯＰ　ＰＡＧＥ

■人口　41,559人　（前月比－63人）

　（内外国人　2,847人）

　　　　男性　20,591人　女性　20,968人

　　　　出生　 11人　 死亡 　61人

　　　　転入　141人　転出　152人

　　　　そのほか　－２人

■世帯数　17,494世帯 （前月比＋19世帯）

令和７年12月31日現在（住民基本台帳人口）

読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、

牧之原市への思いなどを待っています。

〒421-0495　静波447番地１　秘書広報課

☎0040　Email:koho@city.makinohara.lg.jp

＊「そのほか」とは、転出を取りやめた人

や、外国人で在留期限が切れたため住民票

が消除された人などを数えています。

集まれ！まきのはらKIDS Kids

忘れないで（税の納付期限など）

ＴＡＸ　etc

細江小学校で開催されたクリスマス会。

PTA主催による親子クラフト活動では、「来

年は良い年になるように」と願いを込めて、

全児童と保護者による正月のしめ飾り作り

が行われました。体育館で行われたミニコ

ンサートでは、全校児童が学年ごとにリ

コーダーの演奏や合唱を発表し、学校と地

域が盛り上がりました。（関連記事14㌻）

２月の納期一覧

固定資産税　第４期　３月２日月
国民健康保険税　第８期　３月２日月
後期高齢者医療保険料　第７期　３月２日月
介護保険料（65才以上）　第６期　３月２日月
水道料　12・１月分　３月２日月
保育料　２月分　３月２日月
市営住宅使用料　２月分　３月２日月

移動図書館ひまわり号　巡回日程 ２月
巡回コースの詳細は、図書館ホームページでご覧ください。

［１コース］２月３日火　［２コース］２月４日水　
［３コース］２月10日火　［４コース］２月13日金　
［５コース］２月17日火　［６コース］２月18日水
［７コース］２月25日水　［８コース］２月26日木

＊�巡回日時などが変更になる場合は、図書館ホームページなどでお知らせします。

★曜日の変更があります。
　ご注意ください。

図書交流館いこっとや文化の森図書館

いろ葉、移動図書館ひまわり号では、

お子さんや大人に向けたイベントや講

座を計画しています。市公式LINEや市

立図書館インスタグラムでお知らせし

ていますので、登録をお願いします。

図書館図書館
ホームページホームページ

公式インスタグラム公式インスタグラム
（@maki_lib_official）（@maki_lib_official）

図書館へ行こうよ Library Information

問い合わせ　社会教育課図書係　西川　☎㉓7007　　㉓7008　　lib@city.makinohara.lg.jpFAX

  開運えんぎもの図鑑
  高野 紀子／著　あすなろ書房
  文化の森図書館所蔵

だるまに招き猫、五月人形やおひ
なさまなどの縁起物を飾るのはな
ぜ？おせち料理にも意味がある
の？季節の行事の中にあるおめで
たい縁起物を、可愛いイラストと
ともに紹介します。

他にもたくさんの新着本があります。
詳しくは図書館ホームページの「あたらしく入った本」を確認してください。新 紹着 介本

  ＃クイズ空から見たら
  日本地図に強くなる頭の体操
  ゼンリン／著　KADOKAWA
  図書交流館所蔵

飛行機の窓から撮った写真を見て、
どこの景色かを当てる頭の体操で
す。各ページのコメントと、写真
に写りこんだ特徴をヒントに考え
てみてください。

いこっとdeおはなし会　２月14日土 午後２時～（20分程度）
いこっとの読み聞かせコーナーで、おはなし会を行います。大型絵本や紙芝居、手遊びをする楽しい
おはなし会です。小さなお子さん大歓迎。今回は図書館友の会と一緒に行います。

よもーね！マキノハラ主催「わくわく♪みんなの絵あそび」
２月21日土　午後１時～午後２時（開場：午後１時30分）
木削り遊び作家・イラストレーターふくいせいじさんを講師に迎えて、色とカタチで
遊ぶ、心はずむお絵かきをします。夢中になる絵遊びの時間です。

イベント紹介

子ども向け講座「海のなかまたちと学ぼう ! 深海探検隊」
２月14日土　午後２時～午後３時15分（開場：午後１時30分）

深海生物ハンター長
は

谷
せ

川
が わ

久
ひ さ

志
し

さん・一
か ず

孝
た か

さんを講師に迎えて、魚の生態や特徴の
紹介やクイズコーナー、魚の標本などの展示コーナーもあります。

［場所］榛原文化センター３階大会議室　［対象］６歳以上（10歳未満は保護者同伴）
［定員］80人　［参加費］無料　［申込方法］申込フォームや電話、図書館カウンターで申し込む。

［場所］ミルキーウェイスクエア オープンスペース　
［対象］５歳以上（未就学児・小学校低学年は保護者の付き添いが必要）［定員］30人（先着順）　
［参加費］無料　［申込方法］申込フォームや電話、図書館カウンターで申し込む。

※持ち物は特にありませんが、自分の画材がある人はご持参ください。

▲申込
　フォーム

▶申込
　フォーム

仲
なか

田
だ

 陽
ひなみ

南さん（２歳）
令和５年４月26日生

天真爛漫で食べる事が大好き

な我が家のプリンセス♥
元気にすくすく育ってね！

大
おお

井
い

 紬
つ

々
づ

乃
の

さん（４歳）
令和３年６月５日生

笑顔がかわいいつーちゃん

にぃに、ねぇねとたくさん

笑って元気に大きくなあれ

令和５年12月１日生

我が家のアイドル４番目も

ついに２歳♪毎日ドレスを着

て、喜んでます♪

尾
お

崎
ざき

 希
き

衣
い

さん（２歳）尾
お

崎
ざき

 未
み

来
らい

さん（５歳）
令和２年８月31日生

リズム遊びや、プリンセス遊

びが大好き♪これからも楽し

いこと沢山しようね♪

インスタグラム

子育て世代に
役立つ情報
発信中！

▼▼

市ホームページ

元気なKIDS募集中！
オンラインで随時受付中です。
［対象となる子ども］
▶市内在住　▶応募時点で６歳未満
▶過去に「まきのはらKIDS」に掲載
　されていない

元気なKIDS募集中！

申込フォーム

※令和７年４月号から、男女共同参画の観点から「くん・ちゃん」から「さん」に表記を統一しました。
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生活情報 ◆「マキコム」 ◆「ビタミンらぼ」◆携帯メール配信「まきのはらTeaメール」

　makinohara-city@raiden2.ktaiwork.jp

公式
facebook

◆LINE公式アカウント

（ID : makinohara_city）

友だち追加は
こちらから！

◆同報無線テレフォンサービス

　☎0999（通話料がかかります）
 

募
　
集

　
市
民
活
動
を
担
う
団
体
の
自
立
や

活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
市
民
活
動
団
体
へ
の
支
援
事

業
（
相
談
会
）
と
し
て
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

日
時　
①
２
月
26
日
木　
②
３
月
26

日
木　
各
日
▼
午
後
１
時
30
分
～
午

後
2
時
50
分
▼
午
後
3
時
～
午
後
4

時
20
分

会
場　
①
榛
原
庁
舎　
２
階
相
談
室

②
相
良
庁
舎　
３
階
会
議
室

対
象　
市
内
で
公
益
的
な
事
業
を
行

っ
て
い
る
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
始
め

よ
う
と
し
て
い
る
個
人
・
団
体
な
ど

定
員　
２
団
体
／
日

申
込
方
法　
電
話
ま

た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
む
。

申
込
期
限

①
２
月
20
日
金　
②
３
月
23
日
🈷

申
込
先　
地
域
振
興
課　
河
原
崎

☎
（
23
）
０
０
５
３

　
ま
き
の
は
ら
塾
で
「
好
き
」
を
見

つ
け
て
生
き
生
き
と
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

各
戸
配
布
の
受
講
生
募
集
冊
子
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
２
月
１
日
日
〜
28
日
土

対
象　
ど
な
た
で
も
（
市
外
も
可
）

問
い
合
わ
せ　
ま
き
の
は
ら
塾
事
務

局
（
社
会
教
育
課
内
）　
増
田

☎
（
53
）
２
６
４
６

　
認
知
症
は
、
い
つ
誰
も
が
起
こ
り

得
る
脳
の
病
気
で
す
。
認
知
症
の
症

状
や
基
本
的
な
接
し
方
な
ど
を
学
び
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
20
日
金　
午
後
７
時
〜

午
後
８
時

会
場　
さ
ざ
ん
か　
２
階
会
議
室

対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

定
員　
30
人

申
込
方
法　
電
話
ま

た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
む
。

申
込
期
限　
２
月
16
日
🈷

申
込
先　
長
寿
介
護
課　
永
田

☎
（
23
）
０
０
７
６

　
職
人
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

本
格
的
な
和
菓
子
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
参
加
者
・
介
護
職
員
と
の
座

談
会
も
あ
り
ま
す
。

＊
送
迎
が
必
要
な
人
は
申
込
時
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
＊
施
設
の
感
染
対

策
と
し
て
、
当
日
の
検
温
実
施
と
マ

ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
３
月
８
日
日　
午
前
10
時
〜

正
午

会
場　
は
ぎ
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

対
象　
市
内
在
住
で
、
▼
在
宅
で
介

護
を
さ
れ
て
い
る
人
▼
こ
れ
ま
で
介

護
を
経
験
さ
れ
た
人
▼
今
は
介
護
を

し
て
い
な
い
が
将
来
的
に
介
護
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
人

定
員　
15
〜
20
人

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　
２
月
27
日
金

申
込
先　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
た

ん
ぽ
ぽ　
増
田　
☎（
55
）３
３
０
０

　
い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
送
る
た
め
、
自
分
に
合
っ
た
運

動
や
地
元
巡
り
、
趣
味
活
動
な
ど
の

楽
し
み
を
見
つ
け
、
新
し
い
仲
間
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
３
月
11
日
水
〜
８
月
26
日
水

の
第
２・
４
水
曜
日　
午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

会
場　
相
良
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

対
象　
相
良
地
区
在
住
の
65
歳
以
上

の
人　
＊
原
則
会
場
ま
で
自
分
で
来

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
送
迎
希
望
の

人
は
申
込
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定
員　
12
人

参
加
費　
１
回
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　
２
月
16
日
🈷

申
込
先　
生
き
が
い
デ
イ
あ
し
た
か

小
山　
☎
（
27
）
１
０
３
５

日
時　
２
月
18
日
水
〜
20
日
金　
各

日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場　
静
岡
県
看
護
協
会
（
静
岡
市

駿
河
区
南
町
14-

25　

エ
ス
パ
テ
ィ

オ
３
階
）

対
象　
再
就
業
を
考
え
て
い
る
看
護

職
免
許
保
有
者

内
容　
最
近
の
看
護
の
動
向
、
感
染

管
理
、
救
急
看
護
、
医
療
安
全
管
理
、

高
齢
者
・
認
知
症
の
看
護
、
再
就
業

者
と
の
交
流
会

定
員　
20
人
程
度

参
加
費　
無
料（
託
児
費
一
部
補
助
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　
２
月
10
日
火

申
込
先　
静
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４
（
２
０
２
）
１
７
６
１

　
法
律
や
登
記
、税
務
、労
働・年
金

な
ど
県
民
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
２
月
７
日
土　
午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場　
▼
沼
津
労
政
会
館
（
沼
津
市

高
島
本
町
１
番
３
号
）
▼
静
岡
県
司

法
書
士
会
館
（
静
岡
市
駿
河
区
稲
川

一
丁
目
１
番
１
号
）
▼
浜
松
市
市
民

協
働
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室
（
浜
松

市
中
央
区
中
央
一
丁
目
13
番
３
号
）

申
込
方
法　
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
日
本
公
認
会
計
士
協

会
東
海
会
事
務
局

☎
０
５
２
（
５
３
３
）
１
１
１
２

　
保
育
職
の
た
め
の
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
、

各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
保
育
事
業
所

ブ
ー
ス
の
出
展
を
行
い
ま
す
。

日
時　
２
月
16
日
🈷　
午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
静
岡

対
象　
保
育
の
仕
事
を
探
し
て
い
る

人
、
保
育
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人

な
ど　
＊
親
子
参
加
可（
託
児
な
し
）

申
込
方
法　
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
し
ず
お
か
保
育
士
・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４
（
２
７
１
）
２
１
１
０

お 

知 

ら 

せ

　
市
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し
て
、

市
の
20
年
の
歩
み
を
記
録
し
た
「
広

報
ま
き
の
は
ら　
市
制
施
行
20
周
年

記
念
号
」
を
12
月
に
発
行
し
ま
し
た
。

全
戸
配
布
済
み
の
ほ
か
、
市
役
所
や

公
共
施
設
、
市
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
に
配
架
し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
秘
書
広
報
課　
横
山

☎
（
23
）
０
０
４
０

　
児
童
手
当
の
２
月
期
分
（
12
・
１

月
分
）
を
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
は

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、「
ま
き
は
ぐ
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

振
込
日　
２
月
12
日
木

対
象　
０
歳
～
18
歳
年
度
末
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
す
る
父
母
な
ど

問
い
合
わ
せ　
子
ど
も
子
育
て
課

子
育
て
支
援
係　

☎
（
23
）
０
０
７
１

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
、
軽
自
動
車
や
原

動
機
付
自
転
車
な
ど
を
所
有
し
て
い

る
人
に
対
し
、
そ
の
主
た
る
定
置
場

所
在
の
市
町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
車
両
を
廃
車
・
譲
渡
し
た
り
、
住

所
変
更
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
手

続
き
を
済
ま
せ
ず
に
い
る
と
、
以
前

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
た
り
、
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
自
動
車
の
登
録
内
容
が
変
わ
る

場
合
は
、
車
検
証
の
変
更
が
必
要
で

す
。
モ
ー
タ
ー
ス
な
ど
の
代
行
業
者

に
委
託
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

変
更
期
限　
３
月
31
日
火

問
い
合
わ
せ
・
届
出
先

▼
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自

動
車
＝
税
務
課
・
市
民
課
相
良
窓
口

係
②
番
窓
口　
☎
（
23
）
０
０
２
２

▼
二
輪
車
（
１
２
５
cc
超
）
＝
中
部

運
輸
局
静
岡
運
輸
支
局

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
５
０

▼
軽
自
動
車
（
静
岡
ナ
ン
バ
ー
）
＝

軽
自
動
車
検
査
協
会
静
岡
事
務
所　

☎
０
５
０
（
３
８
１
６
）
１
７
７
６

入札結果の公表－11月

工事・委託名 予定価格
（税抜）

落札価格
（税抜） 落札率 落札業者

福 子ども第三の居場所　送迎用車両購入 2,981,000円 2,728,000円 91.51% ㈲ナカジマ自動車

建 細江地区レベル２海岸堤防整備工事 61,850,000円 58,900,000円 95.23% ㈱加藤組

建 準用河川白井川１号橋（市道白井本線）ほか１橋橋梁補修工事 10,620,000円 10,300,000円 96.99% ㈱明建

学 市立小中学校非常勤等教職員用ノートパソコン購入 3,264,000円 2,400,000円 73.53％ ㈱ブンテン

ス 榛原総合運動公園管理棟屋根・天井改修工事 8,080,000円 7,950,000円 98.39％ ㈲松浦工務店

福：福祉相談課　建：建設課　学：学校教育課　ス：スポーツ推進課　問い合わせ　管理検査課　道田　☎�2602

　
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
や
家
計
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
路
線
バ
ス

通
学
定
期
券
を
購
入
し
、
高
等
学
校

な
ど
に
通
学
す
る
生
徒
ま
た
は
保
護

者
に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
補
助
条
件
や
対
象

路
線
な
ど
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　
▼
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市

内
外
の
高
等
学
校
な
ど
に
通
学
し
て

い
る
こ
と
▼
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
５

万
円
以
上
の
定
期
券
を
購
入
し
て
い

る
こ
と
▼
市
内
を
運
行
す
る
路
線
バ

ス
を
利
用
し
て
通
学
し
て
い
る
こ
と

申
請
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申

込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む
。

申
請
期
限　
２
月
27
日
金

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課　
中
山

☎
（
23
）
０
０
５
３

　
こ
れ
か
ら
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

を
対
象
に
、
葉
酸
サ
プ
リ
を
無
料
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
妊
娠
前
の
健
康
管

理
を
支
援
し
ま
す
。

　
葉
酸
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
神
経
を

つ
く
る
た
め
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン

で
、
妊
娠
す
る
前
か
ら
摂
取
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
妊
娠
を
計
画
し
て

い
る
女
性
の
葉
酸
の
必
要
量
は
、
通

常
の
食
事
の
み
で
は
満
た
す
こ
と
が

難
し
い
た
め
、
栄
養
補
助
食
品
や
サ

プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
か
ら
の
追
加
摂
取

が
国
か
ら
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
、
妊
娠
を
希
望

す
る
女
性　
＊
年
度
内
１
回
の
み
。

配
布
方
法　
健
康
推
進
課
（
さ
ざ
ん

か
２
階
）
で
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
後
、
配
布
す
る
。

配
布
期
限　
３
月
31
日
火

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課　
母
子

健
康
係　
☎
（
23
）
０
０
２
７

　
定
番
の
深
蒸
し
茶
だ
け
で
な
く
、

手
も
み
茶
や
和
紅
茶
、
釜
炒
り
茶
ま

で
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
お
茶
の

飲
み
比
べ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
き
の
は
ら
協
奏
曲
で
、
お
気
に
入

り
の
お
茶
に
出
会
い
ま
せ
ん
か
。

　
節
目
の
10
回
目
を
記
念
し
て
、
各

お
茶
屋
の
茶
葉
を
使
っ
た
お
茶
ク
ッ

キ
ー
詰
め
合
わ
せ
を
限
定
１
０
０
個

販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

日
時　
２
月
１
日
日　
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

会
場　
い
～
ら

入
場
料　
▼
当
日
券
＝
５
０
０
円

▼
前
売
券
＝
５
０
０
円
（
限
定
２
０

０
枚
／
会
場
で
使
用
可
能
な
買
物
券

２
０
０
円
分
）

＊
小
学
生
以
下
無
料
。
＊
マ
イ
カ
ッ

プ
持
参
の
人
は
２
０
０
円
の
お
茶
買

物
券
が
も
ら
え
ま
す
。

内
容　
新
茶
祈
願
祭
、
お
茶
カ
フ
ェ

（
試
飲
・
販
売
）、
体
験
ブ
ー
ス
、
茶

菓
子
販
売
、
ミ
ニ
闘
茶
会
、
市
内
中

学
生
に
よ
る
吹
奏
楽
部
演
奏
、
10
回

目
記
念
の
コ
ラ
ボ
ク
ッ
キ
ー
販
売

前
売
券
販
売
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
次
の
窓
口
で
購
入

す
る
。

販
売
窓
口　
▼
お
茶
特
産
課
（
市
役

所
相
良
庁
舎
２
階
）
▼
扇
松
堂
▼
静

波
し
ふ
ぉ
ん
け
ー
き
▼
古
民
家
カ

フ
ェ
と
こ
十
和
▼
㈱
小
栗
農
園
▼
相

良
物
産
㈱

前
売
券
販
売
期
限　
１
月
30
日
金

問
い
合
わ
せ　
お
茶
特
産
課　
浅
井

☎
（
53
）
２
６
２
１

　
受
講
生
作
品
の
展
示
や
舞
台
発
表
、

講
師
に
よ
る
体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま

す
。
詳
細
は
、
各
戸
配
布
の
受
講
生

募
集
冊
子
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
７
日
土
、
８
日
日　
午

前
10
時
～
午
後
4
時
（
8
日
は
午
後

3
時
ま
で
）

会
場　
い
〜
ら

問
い
合
わ
せ　
ま
き
の
は
ら
塾
事
務

局
（
社
会
教
育
課
内
）　
増
田

☎
（
53
）
２
６
４
６

　
田
沼
時
代
や
郷
土
に
お
け
る
田
沼

家
の
足
跡
を
振
り
返
る
展
示
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
に
登
場
し
た

一
橋
治
済
（
一
橋
家
）
と
本
市
の
意

外
な
関
係
も
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
１
月
20
日
火
～
３
月
１
日
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

＊
休
館
日
＝
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、

２
月
８
日
日
、
11
日
祝
、
14
日
土
、

15
日
日

会
場　
市
史
料
館　
２
階

展
示
内
容　
▼
「
田
沼
家
ゆ
か
り
の

名
刀
」（
～
２
月
１
日
日
）
▼
意
次
侯

の
お
国
入
り
」
パ
ネ
ル
▼
意
次
侯
以

降
の
田
沼
家
当
主
の
書
画
や
古
文
書

▼
一
橋
家
と
牧
之
原
市
に
ま
つ
わ
る

史
料

入
館
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
市
史
料
館　
長
谷
川

☎
（
53
）
２
６
２
５

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
３
月
16
日

ま
で
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
申
告
と
納
税
は
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
昨
年
か
ら
、
申
告
書

な
ど
の
控
え
に
収
受
日
付
印
の
押
な

つ
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

申
告
書
な
ど
を
書
面
で
提
出
す
る
際

に
は
、申
告
書
な
ど（
※
）の
正
本（
提

出
用
）の
み
を
提
出（
送
付
）願
い
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
「
申
告
書
な
ど
」
と

は
、
税
務
署
に
提
出
（
送
付
）
さ
れ

る
全
て
の
文
書
で
す
。

提
出
方
法　
申
告
書
や
申
請
書
な
ど

の
提
出
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

［
ｅｰ

T
a
x（
デ
ー
タ
）に
よ
る
提
出
］

　
「
島
田
税
務
署
」
へ
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

［
書
面
に
よ
る
提
出
（
※
）］

　
「
名
古
屋
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

浜
松
西
分
室
」へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
eｰ

T
a
x
送
信
を
し
た
際
に
、

添
付
書
類
を
紙
で
提
出
す
る
こ
と
と

な
っ
た
場
合
を
含
み
ま
す
。

〒
4
3
0ｰ

8
5
8
4　
浜
松
市
中

央
区
中
央
１
丁
目
12
番
４
号　
浜
松

合
同
庁
舎　
名
古
屋
国
税
局
業
務
セ

ン
タ
ー　
浜
松
西
分
室　
宛

問
い
合
わ
せ　
島
田
税
務
署

☎
０
５
４
７
（
37
）
３
１
２
１

　
警
察
や
消
防
と
同
じ
よ
う
に
、
海

上
保
安
庁
に
も
海
で
の
事
件
・
事
故

に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、緊
急
通
報
用
番
号
「
１
１
８
番
」

が
あ
り
ま
す
。

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
毎
年
１
月
18

日
を
「
１
１
８
番
の
日
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
海
で
事
件
・
事
故
が
あ
っ

た
時
は
１
１
８
番
に
電
話
を
掛
け
、

「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
何
が
起
き
た

の
か
」
落
ち
着
い
て
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
御
前
崎
海
上
保
安
署

☎
（
63
）
４
９
９
９

介
護
者
の
つ
ど
い
「
職
人

と
和
菓
子
作
り
に
挑
戦
！
」

軽
自
動
車
等
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う

「
ま
き
塾
わ
く
わ
く
体
験

フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
ま
す

ま
き
の
は
ら
協コ

ン
チ
ェ
ル
ト

奏
曲
〜
第

10
章
〜
を
開
催
し
ま
す
！

市
民
活
動
団
体
の
活
動
を

支
援
す
る
相
談
会
を
実
施

令
和
８
年
度
ま
き
の
は
ら

塾
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

支
援
の
プ
ロ
に
聞
く「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

ぶ
ら
っ
と
相
良
de
元
気
塾

で
楽
し
く
介
護
予
防
を
！

妊
婦
を
希
望
す
る
女
性
に

葉
酸
サ
プ
リ
配
布
し
ま
す

高
校
生
な
ど
の
路
線
バ
ス

通
学
定
期
券
補
助
の
申
請

申込フォーム

申込フォーム

児
童
手
当
の
２
月
期
分
が

口
座
へ
振
り
込
ま
れ
ま
す

広
報
ま
き
の
は
ら
市
制
施

行
20
周
年
記
念
号
を
発
行

ホームページ

ホームページ

看
護
師
な
ど
再
就
業
の
た

め
の
研
修
を
開
催
し
ま
す

県
士
業
種
連
絡
交
流
会
で

「
無
料
合
同
相
談
会
」開
催

「
保
育
の
し
ご
と
出
張
相

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
！

ホームページ

海
で
事
件
事
故
が
あ
っ
た

時
は
１
１
８
番
に
電
話
を

史
料
館
企
画
展「
あ
り
が
た

山
で
す
！
田
沼
意
次
」開
催

島
田
税
務
署
か
ら
確
定
申

告
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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第３区　1.715km
相良小６年（須々木）

石
い し

原
は ら

沙
さ

天
て ん

第４区　3.549km
焼津中央高２年（細江）

千
ち

葉
ば

咲
さ く

愛
あ

第６区　3.911km
会社員（大江）

紅
く れ

林
ばやし

裕
ゆ う

也
や

第７区　3.564km
相良中３年（神寄）

岡
お か

林
ばやし

功
こ う

明
め い

第８区　3.020km
相良中１年（片浜）

都
つ

築
づ き

亜
あ

友
ゆ

華
か

第９区　1.619km
川崎小６年（静波）

尾
お

﨑
ざ き

琉
りゅう

我
が

第11区　4.310km
榛原中３年（静波）

増
ま す

田
だ

悠
ゆ う

真
ま

第１区　3.673km　
焼津中央高１年（菅山）

紅
く れ

林
ばやし

夏
か

帆
ほ

第12区　5.025km
公務員（神奈川県）

片
か た

瀬
せ

祐
ゆ う

樹
き

　

第
26
回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
令

和
７
年
12
月
６
日
、
静
岡
市
内
を
舞
台
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
県
内
全
35
市
町
か
ら
、
市

の
部
に
23
市
25
チ
ー
ム
、
町
の
部
に
12
町
12
チ
ー

ム
が
出
場
。
選
手
た
ち
は
、
県
庁
前
か
ら
草
薙
陸

上
競
技
場
ま
で
の
12
区
間
、42
・１
９
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー
ス
で
、
郷
土
の
誇
り
を
胸
に
た
す
き

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

県
内
各
市
町
か
ら
の
応
援
を
は
じ
め
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
ス
タ
ー
ト
や
ゴ
ー
ル
地
点
、
沿
道
な
ど

で
選
手
た
ち
に
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、

大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、
た
く
さ
ん
の
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
代
表
チ
ー
ム
は
、
台
風
15
号
に
よ
る
災
害
の

影
響
で
一
時
練
習
が
で
き
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し

た
が
、「
地
元
に
元
気
と
感
謝
を
届
け
た
い
」と
い

う
思
い
で
選
手
一
人
一
人
が「
復
興　

牧
之
原
市
」

の
リ
ボ
ン
を
付
け
て
疾
走
。
各
選
手
が
健
闘
し
た

結
果
、
前
回
か
ら
タ
イ
ム
を
約
４
分
短
縮
、
チ
ー

ム
と
し
て
見
事
敢
闘
賞（
※
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

次
回
大
会
で
の
更
な
る
躍
進
を
胸
に
、
チ
ー
ム

は
再
び
始
動
し
ま
す
。

※�

前
回
大
会
よ
り
タ
イ
ム
の
上
げ
幅
が
伸
長
し
た
市
の
部
上

位
３
チ
ー
ム
、
町
の
部
上
位
２
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る
賞
。 撮影協力：県内市町広報・駅伝担当者

し

ず

お

か

市

町

対

抗

駅

伝

第

26

回

出 場 選 手

第２区　1.903km
牧之原小６年（牧之原）

鈴
す ず

木
き

七
な

海
み

音
と

第５区　6.855km
島田高１年（大沢）

古
ふ る

里
さ と

理
り

恭
く

小学生男子1,500ｍ
相良小６年（大江）

永
な が

野
の

大
だ い

地
ち

＊�〇内の数字
が順位。代表チームの過去の順位とタイム

スタートの様子（写真提供：静岡新聞社）

▶�

チ
ー
ム
が
付
け
た
復
興
の
願
い
を
込
め

た
リ
ボ
ン（
選
手
は
腰
に
付
け
て
出
場
）

敢闘賞のトロフィーを手に喜ぶ市代表チーム

第10区　3.051km
会社員（神寄）

岡
お か

林
ばやし

路
み ち

代
よ

祝
敢闘賞

第６回（2005年）＝㉕・２時間31分18秒
第７回（2006年）＝㉔・２時間29分30秒
第８回（2007年）＝㉗・２時間32分17秒
第９回（2008年）＝㉒・２時間28分25秒
第10回（2009年）＝㉑・２時間27分57秒
第11回（2010年）＝⑲・２時間25分55秒
第12回（2011年）＝⑲・２時間24分22秒
第13回（2012年）＝⑲・２時間24分58秒
第14回（2013年）＝⑬・２時間21分27秒
第15回（2014年）＝⑭・２時間20分35秒
第16回（2015年）＝⑮・２時間19分29秒
第17回（2016年）＝⑯・２時間19分51秒
第18回（2017年）＝⑯・２時間20分17秒
第19回（2018年）＝⑰・２時間22分８秒
第20回（2019年）＝⑰・２時間20分55秒
第21回（2020年）＝㉓・２時間24分24秒
第22回（2021年）＝㉕・２時間29分40秒
第23回（2022年）＝㉔・２時間29分44秒
第24回（2023年）＝㉓・２時間28分44秒
第25回（2024年）＝㉔・２時間29分49秒
第26回（2025年）＝㉓・２時間25分45秒
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vol.292

令
和
８
年
１
月
15
日
発
行

編
集　

牧
之
原
市
企
画
政
策
部
秘
書
広
報
課

〠
４
２
１
‐
０
４
９
５

静
岡
県
牧
之
原
市
静
波
４
４
７
番
地
１

☎
０
５
４
８
（
23
）
０
０
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w
.city.m

akinohara.shizuoka.jp
Ｅ

メ

ー

ル　

koho@
city.m

akinohara.lg.jp

これからも自分を成長させ、
仲間を笑顔にするために努力を続けたい
ぼくは小学校三年生のときに野球を始めました。練習を続けるほど野球が

どんどん面白くなり、試合で打てるようになりたくて、毎日バッティング

の練習をしています。努力の成果が出てヒットが打てたとき、うれしさと

同時に仲間の笑顔が見られることが何よりの喜びです。これからも自分を

成長させ、仲間を笑顔にするために努力を続けていきます。

輝け!未来

加
藤
　
晴
喜
さ
ん

か
と
う
・
は
る
き
　
　
　
細
江
小
学
校
６
年


